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1'1 結 論

(1) モノクt･ル帝政及亜硝酸y-ダより古い･メ

aンを合成し (収率 34%)2,3の性質を的べた｡

(2) こトt･メタ./及ホJL･ムアルヂヒF.よtI古い}

イソプチJL,4-リIty3,を合成し (収率 69,../),再播盈

のみに放る精製では誕生 1600C以上の納品を得難い

ことを認めた｡

(3) ニトt7イyブチル〆TJ七IJyを加 持混酸で硝

化し,≡硝酸こい･イソブチルグTJ七T)yを碍たが,

英の帯製法に就ては粁乗の研究に供つ｡

('4) 三梱親王トロイyブチルダリ.I:･)3,の火報的

′ 樽性を試治した穂果'ヱトt7'Fg七1)ンに此放して威/
/ 力九 感度鈍感暦化性大で髄穿な高性能火嶺と匝めら

れた｡原料ニト｡メダンの怨迫容易となれば料 地が

ある｡

本宅漁に斡助言を賜った千藤三千造好土並に火車的

諦椎 を捻常された諸氏に感謝の窓を轟する｡
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混酸組成とニト｡グlJセ))ン収量との閲噂に就て

(昭 和 23年 10月 5日 受 理)

甫 坊 中 道

(日本化窮株式甘証)

i) 韓 論

i.化 笹 方 程 式

名 構
分 子 式
分 子･丑

i-ヒt 率

g'7)七.Iyに硝酸を作用すると三トt･ダTJ七yyを

作り,他面に汝を生するその化辱反厩は次式で示され

てゐろ｡

〆'J七gン 硝 酸 こい,〆ItlJlJ 永
C3H3(OH)3 +3HbiTO3 -C3HB(FiCh)3 +3Z120

92 3×63 227 3x18

lCO 205.4 1 246.7 58.7

2･取水鞄の必要

ニトロク'T)七7)･/の製造には,反感の遊行と共に水

を生L',その恩に‡陵 が帝辞されて,従ってこの化笹

反歴の速力が次第に鈍くなり,蓬に平衡状態に藩する

故にこの反膿を完全に遊行せしむるには,この生成し

た.水を窮去るため,免水朝を加へる必蜘 ;あI),従っ

て疏韓が取水閥として,使和せらる にゝ至ったのであ

る｡脱水剤としての硫酸は成るべく少丑で,この日的

を透せしむるため,汝硫酸 (96%日歩01)より教壇硫

鼓 (遊恐SO諺2%-50%)へと重んだ｡叉噂 も98'.･'

のものを用うる様になった｡

.3.ェト179'1)セリンのエ薬的放免

昌トt,4'T)七 IJyのエ菊的鶴丑に際しての牧童は,

上の反感方位式より計許 した 〆ワ七1Jyに封して,

249.7,% 耽り得るかといふ串に就ては攻の萌を考虚せ

ねはならぬ｡

(イ) 使用さJLた〆1)セ1JI/の全部が化堅方程式速l)

zlf･t,〆1)七T)ンとなるか



商易 :払執 成とニトt,4'9七gy牧蛍との四偉r=或て

大部創 まzlトt･ダP.I:9㌢となるが.少丑のヂi

トt'g･g七g./及モノニトt7〆ワセリンを生ずるこ

とは貸静的にも匪明されてゐる｡後の二つは可溶で

あるから,水洗中に造敬する｡この庇碑化物の生成

は放水期たる虫樹 の粒度に股旅するから'この

竣勤 ;或一定泣蟹以下にならか 感にする必酎 ;あ

ろ｡

(t') ダイナマイト〆.)七gンの飽蟹

ダイナマイトダリ七yl/の品位は,g'y.ttl-〟

の通常 99,% 以上とされてゐろ｡今之を 99% とす

ればこい･gリ セリ./の収矧 と)COx2･45%改少す

る帝である｡

(J･) 庶政中に辞解したり叉は浮薄してゐるこい'〆

y七1)γの丑

助鞍がこい7〆壷Itタyを吸収する和 ;なければ

開延は庭草であるが,貸蔽同額としては吸収する丑

がかなり多丑であって,今日 N.G･の得率が盤

に合鼓しないのは,主として之に起因してゐろ｡吸

収されたこトt･〆gセTJ･/には,直ちに分辞され.C

g'yty./と水になるもの,辞解状態になるもの,
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浮辞してゐるものの三通t)がある｡この吸収量は舌

鼓の成か こよって変るものIeあるi;,成べく辞醇壁

の少い農政を盈言:ことが望ましい｡例へはグy七 夕

I/の5倍の助 言あるとして,この吸収率が3'%と

すれば J5% 丈け救助 ;淑少する辞である｡

(ミ) 預洗及洗源作桑中の遥散

従って(tZI(Jt)女け収監の洪少があるとしても以

上の如き場合に放ては 246.8-(2･5十15･0)-22970'

以上の牧丘扮確 り碍ないといふわけになる｡

4.柁故の過勃位相

従ってニトロ〆7)ムタンの再挙を多くLやうとすれ

ば,大なる原因を助鼓成分に求めねばならない｡恥 ;

後に述べる如 く,この締 度は僻 分が 10/o･'附狂で

あることを必醇とすろ｡匂】ち蝕 中に稲武の残留を必

嬰とするために,齢 元の混酸中の糠 は,化堅反感

式の元す丑以上に加へねはならぬことになる｡

著者は以上を考定に入れて,先づ混酸成分と凡 G･

得率の間の施係を計井する方式を定軌 次にその方式

に従って参政の蟹例に就き折井を行ひ,軍にN･G.欝

鮮度曲良より逆に嘩 成分の限界を求めて見た｡

1
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皿)混酸及庶鼓の成分及丑とN.Q.収丑

との頼既的計井方法

(

(

†

く

i

n･･･硝化中の HNq〆

&･･･琉敵中の HeSOl%

¶′- 混酸中の

k'- 混酸中の

d･･･混酸中の

n'/･･.腰顔中の

RW･.･馳 中の

tow-段i疑中の

HNO3%

HeSOJ,Qi

Ht10%

HNO390/
fI2SOl形
fl20 %

(sT

以下の肝罪中下の如く妃奴を決めて監く,丑は凡て

〆y七gI/ l00瓦に鹿ずるものである｡

-硝酸所等丑

･･脚 啓丑

i;'･,'･.'･:.

(

M･-混政所穿:臥-(kg)

W･･･庶政生成丘 (kg)

混酸中の HNq の丑 (kg)

混酸中の H.S04の丑 (kg)
況敵中の H20 の丑 (kg)

N/I-･盈敵中の HN03の丑 (kg)
S′′･･･戯顔中の HiSOlの丑 (kg)

W/′･･･塵戯中の Zl皇0 の丑 (kg)

CL･･････巌鼓生成申 (混酸に封する) /..I
e･･-層酸のN.G.吸収申 %

G5D.･･虎魚のN.G.吸収率.(200Cに於けるもの)

S.▲-況敢中洩拙妹分の退乾

8..1･.庶政中退硫酸分の最皮

1) 原料鼓虫壁 n及 .

温故成分が拘ってゐる時に放ては

N=lBA ･…････････････"･･････.I.･･･…(,)II

S=ご竺L …… ････….･････････--･･･.(2)■

111=N+S-･.･･-･････-･･-･･--･-････(3)

(3)に 川 及(2)を代入すtuf.÷ ･÷ -)とな

り,之より

e=

nJ
〆

1--
8

〆

n′
り-L=- コ

止1

･-･-----‥･イA)

故に硝競れ 授 か何れかの浪密を良へると,他は

碇ちに計井することが出来る｡

2) 臨榔 東亜21'及 S

(イ)

N=且
II

s=且
■

:･･････-I-.･ ･･.････････.････(a)

(t･) 蟹敵中細 分を洩定して純鼓且より駐ちに

疏酸丑の計井

■S
ttlIIN+S-N/+WO
S- N-h"+W -- -･.･･..-(C)J1

- -1
av

3) 混酸所沓正 光 は

C･･･-作霧中の淑托丑 rkg)

Y- -h'.G.官接収虫 (kg)

Yo-･ZC.G.化笹式上の牧丘(kg)

N〇･･･柵化作用中央はれるHNO3の丑 (kg)

Wl-柏化作用中槍加する H空0の丑 (kg)

LtEN′十g+W,lJ･･････ ･･････L･.･･･(D)

}t･-.～+S

又は

Ifz=W十h'l-W4-- ･- ･･･････････････(F.)

､4)混酸成分･れ′,e',d
iib

･L′-意

♂-意 -昔

I/-leo-(nJ+I)i

-----(ど)

a)混合内容 ド′,S',W′
混成の企及齢 を基苛とすると

h'′=11′}l

Sr=〆ふL

W′=三世′ゝI
- - ･-- - ･･-･･････(G)

a(臓 を基串とすると

h'′三TTX'

S′=JS

W′-loo-rX′+S/)

･･･････････.･･･(H)

既成の成分及丑を甚韓とする場合は

h'′-N′′+ilo
SI=St/

W′･1-･W'′-Wo)

- ----･･･-イI)

d) 鹸 生皮丑 W

浪曲丑を基韓とす古墳合は

W-hl-N〇十Wo･･- ･･ ･･-････････.(J)

脚 成分を基帝とする牧舎は

CPち

W-貰 -昔 -昔 ･･･.･-････(E)

7)酸 内容 Zq//.sW,W/′(i昆位牌 と略固執 こし

て針許し得) ･



攻か丑及成分より

N′′口I′′W
S〝=8/′W
W〝J=tql′W )

独立内容より

N〟-11'′-No
SWES/

WW-W/+Wo

南功 :弘敢血虎 とニ ト〇･g'リセpy牡屯との掴侍に放て

･･ ････････- ･････････-･･･(i)

ヽ
-

l

ノ

･････････-･ ･･- ･･･(bl)

旦鮫生皮亜 W と監酸中枇 8..より蝕

内容を針罫するには

JliTi.03丑

Ⅳ′′=N′-I('o

ILL,.1..
.
qtLJ
こ
_:.･1･=
.n
十
1
㌢
.･l･り勤
Hhu,I,I･B叫山創
削監

(.lf)式より

tT･_SOィ丑

Sr′ 〆′
9㌔ sr′+W"=面=面

故に

S〝=(W-N〝jJ;v

H20丑

WW-(WTNW)(卜R廿)
8) 磨顔成分 n//,el′,t〆′

鹿酸丑より

･･････(N)

n′′-告 W"-首 /,=昔 ･･･(o)

脱酸内容より

(N)に (L)及 (I)を代入すねぎ

A"-一諾諾 旨
a′′=

I//J=

Sl
.q-Nl+Wo
W′+Wo

}ト】‰+Wo

･････-･--･.(P)

9).1'.G牧丘Yの計罫

_TC.G貸醇牧丘-N.G噂 政見-舌鼓の吸収丑

一共他の波粍

¢ち I
YEYo-3WICI.･･･ ･･--･･･････-(Q)

200CJ=於ける青酸の吸牧丘を e9 とし温匠係象を

古とすれば

β-∫)一石(20-0)1βeo

之を (P)に代入すれば

Y-Yo-fトー壱(20-0)139W-C･･････(R)

皿) 蛾 のN.Q汲故事と N.G等卒

庶戟中に N.G吸収さる 宜ゝに点ては英国 -Royal

gunpowderFACtOryの詳細なる研究がある (hhr･

shiLllExplosivez91SP.204-205)｡彼は次の宅虫

を行ひ3唖の固未で鼓した｡

i: G: 望
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Z.吸収丑は200Cに於けちや汝による｡

2.N.G を況敵中に投t:てよく軸 して全吸収免

を潤宅しその辞群立はタt- dtル▲にて昆劫に NIG
を茨出したもので示しその藍を分解丑とする｡

3.切掛主夫の三迫りについて行ほれた｡

H20

-HN訂 di･]の時 JleS0-0-1∝〉%

普 - HiVO3 0-50%

思 -10･4の時 HP 4-20,･,

所で,この3つの国東では,ある成分を班 して,

之に麿ずる吸牧丘を見出すことは伸 厄々介であるから

これを基疫とし,三角陸探究のものに改め,固 )を作

って見た｡この団を利用すれば任忠の鹿奴鹿か 二度ず

る N.Gの吸収率(20OC)が直ちに計罫することが

出来ろ｡

伶N.Gの吸収率に就ては Z180tJm:Nitroglycerin

tmdh'itroglycerjnSpretlgstofreP.88に6迫りの

混酸に放て N.G吸血が示J'eれてゐる｡ 之を田 1に

通用するに略一鼓 してゐる｡

以上の鳥取王200Cに封するものでiE兜併取が判っ

てゐないから.各柾のia皮に封する吸収串は今の所計

;尉tI来ない｡

.N.Gの牧丘の肝許式は柿=畢 (Q)衣(A)式に

示されてゐろ｡

Y-Yo-βW-C- I--=--- -I(Q)

Y亡=Yo-tl一見(20-0日820W-C･･･(R)

Ⅳ) 各項文蔵に表はれたる故伍を妾宅と

せる N.Q虫遭月琴革革革及 N.Q

牧丘の相班的計井

菅遺文故に熟 まれる故地は極めて艶かであり,且そ

の衷示法も一定しない,扱ってその牧丑のC3侍の邦定,

原料顔の成分及駅留丑の推定卓剖こ成て一通 りの吟味な

行ふ昼磐がある｡著者は冊姐の韓式を利用して奇短文

敵に果はれたちの約 60についてこれらの相取的計罫

を行った｡

以下計井方法の二,三の鈎を牢げろと

塵 二と NAthnの闇匝_

貝へられた致位

L妙 齢 (:H%Od･罵･-28鮎 僧敢 593･9

225.5,00/

1.泣顔内容 N′,S′,W/,S,,,

(GJ式より
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封′-- -昔 xs94-273kg

s,-- 晋 x594-321kg

W′ -okg

s済 ま 諒 -芝 x100-100%
2.農政牌 Zq′′.Sr′ W′′, 及盟鼓丑 W

化笹尻軽で演少する
HhT03の丑 2nSE

相場 唱 野 鵠 毒虫 l｡E

合嚇 娼 )lSE-N.

化堅反感に上り生ずる
H20のBt s9K

重来捉拝啓に依る吸水丑 llE

合叫 程 遠晶品 鈴 70E-W･

上の如くNOWoを仮定すれば'(叫 式より

HNO3丑 h'′′=N′-N4=273-21Sz=SQkg

HeSOJ丑 SP-S/ t=32lt 0-321kg

H王0 丑 WW-W′+Wo･-o+70･=70kg

故に

W-N//+Sr/+WWG358+321+70-449kg

向上樽申

4-昔 E慧 -75･6,･･,

泣虫酸泣虫
ら/′

eu-帝 -蓋 -82･0,i

3.息故成分 I{/,1′,.〆′は (0)式より

tINO1%

d,=昔 -思 -12･9%

8"-昔 -盟 -7,IS%

紀統 計罪式 A41

･ tt/Z=Z00-()2.9+71.5)t=15･6%

4.N.G 牧丘

図1により(3)の鮒 に塵ずるN.G吸収

丑を見ると,

庶政の N.G.吸収率

β-3.1%

故に

農政の N.G.吸牧丘

B-BW-蕊 ×449-･4kg

Zq.Gの触 丑

Y-225jkg

なiuま
iTJ.Gの滅粍

C-Yo-¥-a-246.71225.5-14=7.2kg

申操作中の N.G粘 土非常に多い之は優駿

的操作なる環であらう｡

5.原職 虎 n及 B

(A)式より硫酸泣度8-)05,<なる丑唾虎鼓を使

用ナろと仮定すれば _

･.-÷ --% -94･̀% HlT･0,
卜 - 卜 ~元㌻8

6.既榔資丑 (B)式より

硝珪所穿丑
･-号 - -T.I.2yq訂 =2e,

緋 盈

S-÷ -忠 -SOS

遡=互 ーD竺P9nt韓L=鞄と貞盛星_

アメyカ DtlPotlt政 Ⅰ.W.Lm 氏の著3

GlycezolaLZldGlyc0119劫 に依れば,夫の如き形

式に牽鼓してゐる｡

A42 A43 A44 A45 A46 A47

野 望,)等 断 る G 晋X,00 17･33 17･乃 ･16･72 15･̀1 16･02 22･54 20･75

手芸品 首 題-& 欝 N 228 228 228 228 228 230 230

庶政中の拙攻低率D.V.S. S 一′′+W〝 3.50 4.12 4.60 4.99 5.50 3.割 3･99

言呈tNヲ岩品 E に封 ¥

この式を一故に使用する形式に改むるには

混酸使用丑

M= )00x100･････-･- --= ･･-･･(.JG

…O古.9 22I.9 222.7 223.2 222.4 222.0 228.4

皮衣中の鯉 分

ettT=
S// 'S//JWW

sr'+ww-sr'Pw+I･--(2)

I),2)爾式に依り,上の黄を窃きiEせば



混 酸 所 事 丑

綻 駿 中 HF;03丑

庶 酸 中 正鼓 硬 度

N.伝.収 丑

高額 ;政敵虹由とah 〆リセ1)I/牧竜との防拝に放て

霊･訓8｡･｡掛慧劫芸慧芸捌霊芸乱雲芸即断肝叫芸加.S芸mHyiY

倍ア")hli卿場内の琵料ま垂完投粋こよらI糟

故援幹を行J､故に,
碕鼓の請耗墓N0-205博
漁敦の遜り)

水分の帝血量Wo-70

以上を基鼓としてA41に哉'{計井を行へば

1)磨鼓生成畳と碍寧(J)式より

庶政生成畳

W-LI-2qo+W0-578-20S+79-443
kg

脚率

4-
普
-443+578-76･6
%

2)庶政内容･NI',S
〝,W"
(叫式及(N)式より

･･I･-･▲-･･1-1･-i-･～,･1---吉･Il･･P.･T･･̂･･Tj311hll…P.･JKErLlI･uIJm･L'ヒtit…:,4､JJmき.J･],T.Tl･J:1'･1.=iJ.･LIl戦-,i畠頃日隅M鼠配肌m鮎mm包

HN
03の丑lTT"-N'-N0-228-

205
-

2
3kg

H
_
SOJの宜S′′-(W-N
〝)x8..

-(443-23)x
誉
-327kg

H20W'′-W-(N
'+S′)e=93kg

3) 塵紛 .(I,苧′′,.a (0)式はり

HNO3% n〝-普 -23+443-5･2

H的 el′′-昔 -327十443-73･8

fI20 叩,∫--Ww1 -13+443-21･0

4) N.G.収監に臨する計罫 例 )と全く同t:

e-7.5%

B-βW=慧 x443=33kg

Y=208.9

なれば

C=Yo-Y-B=246.7-2C8.9-33-4.9kg

5) 退良の内容及成分

HhTOJy′-N"十N0-23十205-228kg

7{-39.5% ･

F卓03S'-S′'±0-32才±0-327kg

s'-57.5%

H空O W'-W'LW0-93-70=23kg

tQ'-4.0%

.6) 原綿 逸庶 n及 S;(A)式より

礎 護虎 や-105,dt,'なる蛮連鎖酸を使用するとす

iui.

++ !3

nl
炉 ｢ - -逆 -=87･4%･57.5

1~ - )一局 ㌻∫

7) 原噺 零丑 N及 S rB)式より

如 意 -君 =281kg

s-且 -普 -･3･7kgEn

盤 旦 95% 牡硝酸と ZO5% 蓉横磯軽を竜骨に配

合してN.G ' む ら之に聴ずる 及 N.a

十 を そよ

今

Nbz=205+10-215kg

印
N'-2SSkg

W0-59+11-70kg

BW-00%

C【=3.2%

と仮定すれば

I) 探脚 賓丑 N及 S 仲)及 (C)式より

･-菩 =恩 -268kg･

S==N-N'+Wo 268-255+70

三 豊 -1

Al-N十Sz=268+266-534kg

2)況鼓成倉 (F)式より

n,-普 -o･95x268+534-47･7

-266kg

S･-普-,･cSX266+534-52･3

W'El00-(n'+4')-)∞llCO=0

3) 塵酸生皮宜 W 及衰脚 色は (J)式より

e W-1ト Zqo+W0-534-215+70芸389kg

は 意 -普 -72･9,a,

4) 牌 成分 I一",3'′, tQ''

且NO3/ei

n･･-昔 -豊 …ユ0･3

月･,=意 -上里聖堂389 :-72.5

W′′-l00-(n''十8′′)

戸ICC-(10.3+72.5)EJ7.2
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S) h'.G放免に関する計井 田 tより上の磨酸成分

に腰ずる N.G吸収率を見出せば

.～T.G 吸収率 β-4.0% となる｡

2I.G牧政

･≧¥｡-βW-C-24617一浩 x389-3･2

E,228.0%

Ⅴ)匝酸の N.G吸収率王墓屯としたる

N.G用混酸の限界

氏に Ⅳ)に放て告慈文献に蓑ほれた紙数位の此硬

を行った籍めに仮定すべき故値の概念を得たから,聞

1を利府して.各唖の場合に放ける混酸既出の成分及

免 許 G放免を 皿)の針等法により井出しその電

行の取界丑を探究した｡

個定 1.--硝化損の托秤は砿抱重来によること｡

2.--硝化扱作は 200Cにて行IL.

3.･･･-･混酸及農政中の HhTChの丑は衣の如

く債定す｡

化亀反感により滑費さる HN03の丑
205kg

硝化鼓内峯索把持等によるHhTO3逓

倣丑 10kg

No

HN03の丘 40kg N∫′

合計 (混鼓中に必琴なるHNCbの丑)
255kg･A.I

4.硝化により●増加する水分

化拳反掛 こより生じた fr_A)丑 59kg

峯菜毘坪による吸水丑 9kg

〆Tjセリン中に含有さる H20 2kg

合計 (硝化作業により槍加する F20丑
70kg-Wo

5.クリ)セリン中の永分によるN.G の故耗及硝化作

粟中のN.G 汲托｡

6.漁硝蛍は 98% 以上の品位のものなし,従って普

通はき壇硫酸 ZcSf･'を利用するこ と_ゝ し,夫 に

H_TV035-Z3%の範国内に於て ぶ･G吸収率との粥

係を見出した｡

今一例として国 lに放て rTNO38,0.'投とlT-T.a

吸収率との安弘とを項衣に見出すと

HNO3/Q./ HeSO4% N.G吸収率

つ-3tr

B 8.0
83.05.0

8.0
82.74.0

8
.0
80
.
03
.
5

)5- 8.0 78.5 3.0

16 8.0 77.0 3.5

i7 8.0 75.0 4.0

!8 8.0 73.0 5.0

遡二と B･12に閣i-ろ計昇

り 庶酸成分と N.G 吸収率

HNO3% 8.0%

H2SO1 83.0%
F空0 9.0% )

N.G吸収率 5.0,03

2) 古放生成虫W (E)式より

W-栄 -思 =SWkg

3) 混酸新野丑 M (E)式より

もⅠ-W+h'O-Wl=500+215-70左=645

4) 正殿成分 n'.8'.Tg' (F)克上t)

-.′-普 -慧 -395%

･･-意 -昔 ≡霊 -"･4,0,
tq'-100-(39.5+64.4)--3.9%

5) 原料出漁度 (A)式より

n-98/QQ/ t

と仮定

S/ 64.4
n' 39.5

汁- 卜JTiLl
-107.9%

6) 原榔 畳 (B)式より

･-% -% -260kg

s-÷ =思 --285kg

7) N.G収監に関する計井 (P)式より

Y∈コRo-βW-C

-246･7-思 x5∞-3･2-2エ815kg

叫 の井真によりて腰酸中の HN03が Sから 13

迄の各 ,../について陣俄 の計昇を～rTつた｡

之によると庶政中の Hh'03の ?./が Sから)3に

埼加すると

混酸所嬰塵は945から453に倍下し,N.G待丑

は 203から 235に埼血するが,･原職 艶t健

が 80ク./から 98/&./にtるとすiuf,硫酸は 10S/Oa/

から 120,..'附近のものを使用せねばならぬ｡構っ

て原料故の盈戒によって自らN.G放免にはあろ限

界が生する｡

今計罪を基垂としてこ･の限界を示すと衣の如き韓論

が終られる｡

但し前進した多くの仮定を基垂としたもので,毎夏

坂井式の〆y七gI/硝化の場合で,威武中のN.G は

回収しないものとしての計罪である｡

I.度虫の N.G 吸収畳曲投と IV.G.牧丘曲現とは相

似のものであろ'が.後者の曲射ま遥かに鼓であるか

らN.G の高い収丑は必ずしもN.G の吸収故の蓉



大木 !専欠点の払負砂時に戟て

曙 に限られない｡

2.脱穀倍数は少い琶N.G牧丘が大であるB

3.原料蛍の鞄か ;典へられた時はN.Gの魚苗牧丑

探 科 散 浸 皮
N.G収蔵

帝 を 珪 酸
2; 3.'/
90 .10与

98 105

98 1IO

98 115

%
冴

皿

放

加

･I,雪投としては庶政中の Hh'03% を Z3% 以上 と

して乏以上の収丑を得る布は可能t･あるかも知れね

が,エ粟的には之に伴J.密封轟が,容易に手に入ら

ない取り普行不可能であるから,籍馬N.G用魔技

の逓国は前項に上げた範囲に止ると考へて歪糞へな

･＼
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及之に鹿ずる混酸所窄丑及放酸成分は略下の如 く限

定される｡

表 せ 成 分 (7004)
故賢所要竜

脚

53｡

㈱

細

HhTO3 Hさ01 打20

一古

3

6

0

8

0

-

つ一

●.一■
●■▲

-

0

3

3

0

76

75

74

乃

LD

Ar

I

0

Ln

4

4

2

い｡

5.以上の畠静は数多の俵定を基垂 としたもの故,管

質問額に督ってほ必ずしも帯聴なる投手であると雪

や いが祐之に蛮近した鈷巣になる串は計井嶺黒に照

しても記しうち｡

導 火 線 の 燃 焼 砂 時 に 就 て

(昭 和 24年 t月 1.5E3受 領)

一大 木 琴一 夫

(日本化典株式骨祉岩鼻工穆)

1) 祐 官

野火頓は燃睦砂時が生食でありながら,なかなか正

しく誕哉されてゐない｡ 野火鞍の 1,ccOln入り本籍

の鏡面には lzz)に付何秒と云J.転読があるが,全部

兜秒時で髄 すると息ふ人もあり或は牡の記戟妙寺は

あまりあてにならないと患ってゐる人もある｡そこで

この妃叔捗時は如何なる性質のものか又これを如何に

決定するのがよいかを,管金成笛から統計虫理的な考

察を行って導火紙 免砂時の概念を得る一助とした

い〇

倍辱火鴇の焼姓砂時は普通 Im に付何番と云はれ

るがこれは箆かではあるが長引こよって悠鞄遮助 言異

なって来るもので,つまり25cm 低乾して決定した

燃焼遜壁と,2m から決定したものでは底力;異る｡

此串に拭しては鑑に, 青田銀衣鹿氏 (本誌 Z8年 6

月,拓 5巷 l哉)の報告があり,其他でも襲丑工場で

宅診と検討が行はitてゐる｡又等火壕の燃盛措中心の

晶色垂の地盤でちるから,一能火葬と細 動こ転盤する

時の釈私 印水乱 温亀 鑑力等の夢肇を受けるが,

こ でゝはこれに碗れない｡

丑) (a)一導火政の燃焼砂時決定告

等火砲 Z箱 (J.OOOm)の燃焼砂時 を如何 こ決定ナ

るのが合晋的であるか｡先づ ),coom を Im 宛に切

って全寄燃壊 してみた場合の 2,3の例を見よう｡

衆 1 専火扱 1滞全部の払暁例

品 蒜患 N｡･l!Jol2No･3No･4No･SA.0.6

l

I

l

l

I

I

I

I

I

I
I

l

I

l

一

l

-

I

l

-

l

I

l

I

l
1

-

l

I

l

一

l

-

l

l

-

l

l

l

l

l

l

J

l

-

l
I.
2

1

3

3

7

,

l

I

l

(
r

l

l

l

I

l

A

I

f

l

1

2

.4
16

お

27
50

内

払

00

?
i

仰

98

9

.00
S
舵

の

糾

8

8

07

田

S
e

I-
●-̀
一

■1

.▲

1

1Il

I▲
一l

lI
1




